
て
樂

屋

に
入
り
込

ん
で

、
山
出

し

の
女
が
、
練

習
服
で
、

一
生
懸

命

に
や

つ
て
居

る
所

を
見

せ
て
、

足

の
屈
伸
、
肩

の
運
動

、

一
と

し

て
觀

察
を
遁

れ
ず

、
練

習

の
苦
痛

が
全
身

に
顯

は
れ
た
の
を

は

つ
き
り

示

す

の

で

あ

る
、

即
デ
ゥ
ガ
ー
は
嗜
好
趣

味

の
向

い
た
儘

を
な
し

、
其
畫

は
、
實

に
申

分

な
き
巧
妙

の
與

ふ
る
美

を
表

は
し
、
天

才
と
熟
練

で
出
來

る
限
り

の
事

は

や

つ
て
居

る
、
是
等

は
實

に
素
敵

な
繪
畫

て
、

ど
ん
な
美

術
家
で

も
見

た
ら
、
感

心
せ
ず

に
は
居
ら
れ

ぬ

こ
と
デ
ゥ
ガ

ー
自

分
が

レ
オ

ナ
ル
ド

の

作

を
見

て
嘆
美

す

る
と
同
樣

で

あ
る
、
然

し
其
畫

の
生
命

は
惜

い
か
な
、

レ
オ

ナ
ル
ド

の
ゝ

か
是

か
ら
と
云

ふ
所
で

止
ん
で

し

ま

つ

て

る
。
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シ
モ
ン
ヅ
稿

）

　
　

　

伊
勢

の
一

日

　

　
　

與

太

郎

◎
太

平
洋
畫

會

の
幹
部

が
、
瀬

戸
内
海

を
寫

生
旅

行

に
件
れ
ら
れ

て
、
小

豆
島

に
遊
ん
だ
歸

り
途
伊
勢

に
廻

つ
た
、
無
論

太
廟

を
参
拜

の
爲

に
。

◎
其

の
前

日
迄

の
伊
勢

は
、
東
宮
殿
下

行
啓
で

賑

つ
た

が
、
後

の
淋

し
さ

は
大

風

の
凪
た

や
う
、

ひ

つ
そ
り
閑

と
し
て
、

参
拜

者

の
影

も
粗
で

、
朝

熊

山
颪

は
寒

か

つ
た
。

◎

名
代

の
お
杉

お
王
が
三
味

の
音
色

も
聞

え
ず

、
相

の
由

は
空
氣

銃

の
射

的

が

二
三
軒
店

を
開

ひ
で
居

み
ば

か
り
、
軒

の
暖
簾

も
色
褪

せ

て
人
影
な

く
、

古
市

の
通

り
は
寂
寞

で
あ

つ
た
。

◎
旅
店

に
客
呼
ぶ
聲

も
罕

に
、
物
産
も

の
賣

る
店

も
霜
枯

れ

て
、
薄

ら
寒

さ

う

に
哀
れ

に
な

つ
た
が
、
御
當
地
名

代

の
赤
福

餅

だ
け
は

店

一
杯

に
客

が

居
た
。

◎

太
廟

は
申

す

も
畏

し
や
、

さ
れ
ば
伊
勢

の
名

物
は
備

前
屋
が
音

頭
で
な

い
、
朝
熊

山

の
萬

金
丹
で
な

い
、
將

又
神

路
山

の
杉
箸

で
も
な

い
、
矢

つ

張

り
我

が

下
戸
薰

の
赤
福

餅

に
止

め
を
刺

さ
う
よ
。

◎
流

れ
ぞ
淸

き
五
十
鈴
川

に
嗽

け

ば
、

心
地

も
自
ら
す

が
す
が

し

い
、
内

宮
外
宮

の
神

の
森
、
白
木

の
宮

居

の
影
清

く
、
木

の
香

の
馨

る
處

、
白
衣

の
人

の
俳

徊
す

ろ
樣

、
目

に
入

る
も

の
皆

嬉

し
く

て
、
目
出
度

く
参
拜

を

濟

ま

し
た
。

◎
其

の
後
撤

下
御
物

を
拜
覽

し
、
徴

古
館

、
農
業
館

を
も
見

、
夜

は
友

と

割

烹
戸

田
屋

に
酌

ん
だ
、
席

は
曾

て
伊
藤

公
が
宿

と
し
た
處

と

か
で
、
淸

洒

に
し
て
頗

る
贅
を
極

め
、
料

理
亦

口
に
適

し
た

れ
ば
、
大

に
食

ひ
、

且

つ
下
戸

な
か
ら

も
大

に
飲

む
。

◎
宿

な

る
五
二
會

ホ
テ

ル
に
歸

れ
ば

、
其
處

も
亦
姉
崎
博

士
、
泉
鏡
花
氏

等

が
宿

り

し
處

と

か
、
今

日
は
絶

代

の
偉
人
が
宿

に
飲

み
、

現
代

の
名
士

が
跡

に
宿

る
、
何

と
間

の
好

い
事

や
ら
、
伊
勢

の

一
日
は
斯

し

て
誠

に
居

心

の
好

い
旅
寝

で

あ

つ
た
。

□

自
轉

車
獨

案

内
を
讀

む
で

も
直

く
自
轉

車

に
は

う
ま
く
乗

れ
な

い
が
、

ま

る
で

何
も
讀

ま
ず

に
稽
古

す

る
人

よ
り
も
早
く
乗
れ

る
や
う

に
な

る
、

獨
案

内

も
决

し
て
無

益
で

は
な

い
。


